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H29のイベント内容・スケジュールについて

資料－４
第21回 維持管理・環境管理専門委員会

第１回 H29年度イベント実行委員会

2017年2月2日



１．広報WGにおける決定事項

●第12回広報ＷＧ（H28.12.14）では、H29年度のイベントについて、以下の事項が決定されました。

①イベントの年間計画については、H28の実績をベースとして継続する方針とする。ただし、特定の委員への負担集中の軽減や秋イベントの
労力・費用低減を図ることとする。これについては、維持管理・環境管理専門委員会で企画する維持管理イベントの予定とあわせて、イベ
ント実行委員会で具体的に協議して決定する。

②江川・三ツ又沼ビオトープと合同の観察会を4月8日（土）（予備日は翌9日）に実施することとする。詳細はイベント実行委員会で協議し
て決定する。自治体広報誌への掲載期限は1月初めになるため、年内に小川委員と事務局で基本的な実施内容を作成し、各自治体へ連絡す
る。
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【全体計画素案】（既往の実績（中止分含む）をベースとしたもの） ※グレー字は維持管理・環境管理専門委員会が実施するもの（現時点の予定）

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イベント

• 8日（予備9
日）：江川・三ツ
又沼ビオトープ合
同観察会

• 29日：かわじま
輪中WG

• 桶川ふれあ
いフェスタ
出展

• 維持管理・自然
観察イベント
（子ども向け）

• 23日：川島町
農業商工祭出展

• 上尾市環境推進大会出展

• 25日：維持
管理・自然
観察イベン
ト

備考
（イベント以外

の維持管理作
業日）

• 中旬
• 上旬
• 下旬

• 上旬
• 時期
未定

【検討事項】

・自治体ブース参加・・・特定の委員に負荷がかかっており、継続する場合は負荷の配分も含めて検討が必要です。

・10月の子ども向けイベント・・・実施する場合はその内容。スタッフの確保等、コスト縮減が必要です。

・イベント案内配布、広報誌、新聞掲載等の広報の方法・・・地元住民、企業、首都圏住民向けへの広報が必要との
意見が出されています。

・かわじま輪中WGのルート設定について、川島町と具体的な交渉が必要です。



イベント名 リーダー スタッフ 内容 時期 予算 効果 備考

江川・三ツ又沼ビオ
トープ

合同観察会
小川委員

• 堂本委員
• 菅間委員
• ほか

• 近隣の自然地と連携した観
察会

• 4/8（土）
（予備日
4/9）

かわじま輪中WG
• 太郎右衛門地区と自然再生
事業のアピール

• など

• 4/29
（土・祝）

桶川ふれあいフェスタ
• 太郎右衛門地区と自然再生
事業のアピール

• など

• 5月上旬～
中旬

上尾市環境推進大会
• 太郎右衛門地区と自然再生
事業のアピール

• など

• 5月下旬～
6月上旬

維持管理・自然観察イ
ベント

（子ども向け）
• 10月

川島町農業商工祭
• 太郎右衛門地区と自然再生
事業のアピール

• など

• 11/23
（祝）
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２．H29年度の広報活動について

●広報の効果、コスト、要員確保（リーダー、スタッフ）を考慮して検討をお願いします。



区分 活動内容 時期 収入予定 支出予定 備考

イベント
江川・三ツ又沼ビオトープ

合同観察会
• 4/8（土）（予備日4/9）

イベント かわじま輪中WG • 4/29（土・祝）

イベント 桶川ふれあいフェスタ • 5月上旬～中旬

維持管理
上池旧流路整備地

【呑口】除草
• 5月中旬

維持管理
上池モトクロス場跡地整備地

【柵】除草
• 5月中旬

維持管理
中池河畔林

【保全エリア】植生管理
• 5月中旬

イベント 上尾市環境推進大会 • 5月下旬～6月上旬

維持管理
上池モトクロス場跡地整備地

【モトD】植生管理
• 6月上旬

維持管理
下池ハンノキ移植地

つる性草本除去
• 6/25（日）

• イベント形式（ミドリ
シジミ観察）

• 予備日の有無

維持管理
上池旧流路整備地

【呑口】除草
• 6月下旬

維持管理
上池モトクロス場跡地整備地

【柵】除草
• 6月下旬

維持管理
中池河畔林

【保全エリア】植生管理
• 10月上旬

イベント
維持管理・自然観察イベント

（子ども向け）
• 10月

イベント 川島町農業商工祭 • 11/23（祝）

維持管理 巡視 • 2月
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３．H29年度の活動予算について

●イベント・維持管理の活動予算を総括して協議会に提案します。

【備考】
・累積赤字は－1516円（川島委員負担中）です。
・レクリエーション保険の最低申込金額は1000円です。



４．4/8の合同イベント企画(案)

項目 内容 備考

企画

日時 4月8日（土） 9:00～12:30 予備日：4月9日（日）

名称 「荒川沿いにもある大自然」 中止となったH27.4.11と同じ名称

目的
・身近にある自然を地元の人に知って頂く。

・エコロジカルネットワークに関わる活動の推
進につなげる。

内容・場所

①太郎右衛門地区自然再生地での観察

②江川サクラソウトラスト地での観察

③三ツ又沼ビオトープでの観察

全体説明：小川委員
リーダー：①堂本委員、②小川委員、③菅間委員
受付：●●委員

人数 20名
※荒上の車の都合上、２０名までとさせていただき
ます。

参加費 保険代100円/人 申し込み担当：●●委員

広報

ポスター・チラシ作成

協議会HP・荒上HP

自治体広報誌

⇒ 申し込み〆切 3月2１日（火）

申込受付は荒川上流河川事務所（協議会事務局）

使用物品
【準備物】：特に無し（念のため双眼鏡程度）

【参加者持参物】：歩きやすい服装・靴、飲み
物など

予算
金額 保険代100円/人

保険はイベント実行委員分を含めて申込（スタッフ
人数要確認）

確保方法 参加者から保険代徴収 参加者数が少ない場合は委員も保険代を負担

その他 参加者の移動は車
荒上でバスの借り上げができない場合もあるため、
最悪の場合を考え、荒上の車（３台）で運べる人数
とします
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●４月８日の江川・三ツ又沼ビオトープと合同の観察会は、下記概要で自治体広報誌(3月号)への掲載を依頼しています。

広報誌へ掲載予定の実施概要


